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推薦銃所持希望者 各位 

学生連盟推薦担当 

＜申請の準備にあたって＞ 

 

【申請前の確認】・・・ふるさと選手の申請は学連経由ではない 

 学連経由以外で申請する場合は申請料、提出書類などの詳細を加盟団体に確認のこと 

・国体のふるさと選手（予定者も含む） → 所属団体→居住地団体→日ラ 

・学連と居住地の両協会員である     → 居住地の団体からも申請可能 

・ふるさと選手でない、学連所属のみ  → 学連から申請 

 

【申請書類】  学連経由の申請料 6,000 円は申請書類提出時に支払のこと 

申請書類を郵送する場合の申請料はゆうちょ銀行振替口座 00170-8-15545 に送金 

Ⓐ所持許可申請書と Ⓑ添付様式(所持銃明細)  原本とコピー各１   ２通 

Ⓐ、Ⓑはかならず学連の書式を使用のこと 

Ⓒ段級証書コピー  （A４サイズ）                         １枚 

Ⓓ猟銃等講習会修了証明書コピー （A４サイズ）              １枚 

Ⓔライフル射撃に関する講習会修了証明書コピー （A４サイズ）     １枚 

Ⓕライフル射手手帳の参加競技会欄コピー （A４サイズ）          １枚 

Ⓖ未成年者の親権者承諾書＜様式第１０号＞…１８、１９歳の者のみ  １枚 

日ラ web site からも download 可、 年少射撃資格認定とは違うので注意 

Ⓗ監督推薦書…１８、１９歳の者のみ                      １枚 

 

【注意事項】 

※銘柄が確定していないと推薦がおりないので、所持しようとする銃の銘柄 

は必ずⒶⒷに記入のこと。 

※推薦書と所持許可申請時の銘柄が違うと許可が下りない。途中で変える 

場合は変更前推薦書を添付して銘柄変更（有料\2,000）申請をすること。 

※４月以降の申請は新年度の会員手続きを必ず済ませること。 

Ⓐ〈様式第１－１号〉とⒷ〈添付様式第１号〉のサイズは 

ⒶとⒷを並べて A３の片面でも、表裏の A４両面でも可 

A４片面２枚の場合は必ず 

Ⓑ添付様式第１号用紙の右上に氏名を明記のこと。 

押印はⒶ１通のみ、ⓐ２通目は押印後の原本のコピーでよい。 

Ⓕ射手手帳参加競技会欄コピーは余白右下に必ず氏名を記入のこと。 

       大会名、参加年月日、確認印がないと無効 

Ⓖ必ず親権者が自署のこと。 



 

 

2018 年版 

推薦銃所持許可推薦申請の流れ 

２ヶ月以内に２０歳になる者は申請時に１９歳でも ２０歳以上の申請 でよい 

２０歳以上                  １８、１９歳(低年者) 

          申請者                       申請者 

<日本体育協会の推薦>            <日体協と都道府県体協の推薦> 

ⒶⒷ銃砲所持推薦申請書＜様式第１-１号＞ ⒶⒷ銃砲所持推薦申請書＜様式第１-１号＞ 

 Ⓒ段級証書コピー ￥6,000       Ⓒ段級証書コピー       ￥6,000 

Ⓓ猟銃等講習会修了証明書コピー          Ⓓ猟銃等講習会修了証明書コピー 

Ⓔライフル射撃に関する講習会修了証コピー    Ⓔライフル射撃に関する講習会修了証コピー 

Ⓕライフル射手手帳参加競技会欄コピー      Ⓕライフル射手手帳参加競技会欄コピー 

Ⓖ親権者承諾書＜様式第１０号＞親権者自署 

Ⓗ監督の推薦書〔都道府県ラ協会/連盟 確認用〕 

 

               日体協推薦書 

Ⅰ      Ⅵ  A                          日体協推薦書 A と 

①        都道府県体協推薦書 B 各１ 

                                               

日本学生ライフル射撃連盟 

 

                      ②                 ⑧ 

 

    Ⅱ      Ⅴ  A         都道府県ライフル射撃協会/連盟 

 

                    ③ 

 

公益社団法人日本ライフル射撃協会             A と B 

 

Ⅲ     Ⅳ  A     ④    ⑤A    ⑥ A       ⑦ 

 

公益財団法人日本体育協会  A       都道府県体育協会 B 

 

推薦書は公安委員会に提出するので手元に残らない、推薦年月日・番号は 要記録/コピー 


